第45回 沖縄県保育研究大会 開催要綱（案）
～ すべての人が子どもと子育てに関わりをもつ社会の実現をめざして ～
　
１．趣　　旨    　 近年、保育を取り巻く社会情勢は著しく変化しています。

平成29年12月に閣議決定された「新しい経済政策パッケージ」により、幼児教育の無償化や子育て安心プランに基づく待機児童解消対策の更なる推進など、新しい仕組みづくりにむけた議論が進められております。
また、今年度改定施行された保育所保育指針に基づき、各保育所では創意工夫のもと、保育実践や保護者・地域の子育て家庭に対する支援が行われています。
このような状況のもと、保育関係者は、さまざまな制度動向や、社会福祉法人に求められる責務と保育所の社会的役割について認識を深めながら、子どもの最善の利益を保障するという児童福祉の理念を遵守するとともに、児童福祉施設としての役割を果たさなければなりません。

本研究大会では、こうした保育を巡る情勢をふまえ、保育所の社会的な意義・役割を社会に発信できるよう、多様な側面から保育・子育て支援に関する研究討議を深め、その質の向上と保育実践の一層の向上を図ることを目的に開催いたします。
２．主　　催　　　社会福祉法人 沖縄県社会福祉協議会、沖縄県保育協議会
３．後　　援　　　沖縄県、各市町村
４．協　　賛　　　沖縄タイムス社、琉球新報社、ＮＨＫ沖縄放送局、琉球放送、沖縄テレビ放送、

　　　　　　　　　 琉球朝日放送、ラジオ沖縄、エフエム沖縄（予定）
５．会　　期　　　平成31年2月2日（土）・3日（日）

６．会　　場　　　【全体会】沖縄コンベンションセンター劇場棟
【分科会】①沖縄コンベンションセンター会議等A1
　　　　　②沖縄県総合福祉センター　ゆいホール
　　　　　③沖縄大学3-101号室
　　　　　④沖縄女子短期大学大教室
　　　　　⑤ジュビランス
申込人数に応じて会場を決定し、1月に沖縄県社会福祉協議会ホームページ及び参加券の送付にてお知らせいたします。（分科会会場は調整中）
７．日　　程　　　※予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　12：45 13：30　14：00   　　14：30　14：45　　　 　 16：45  　　16：55  17：00
	2日（土）
	
	受付
	式典
	行政説明
	休憩
	講演
	宣言文
採択
	閉会


                         10:00  10:30          12:30  13:30                               16:00  16:10

	3日（日）
	受付
	分科会
	昼食
	分科会
	閉会


８．参加対象　　　沖縄県内の保育関係者（保護者を含む）

９．参 加 費　　　会　員：３，５００円　
非会員：４，０００円
10．行政説明　　　沖縄県子ども生活福祉部子育て支援課（予定）
11．講　　演　　　子ども・保護者・保育者がともに育ちあう保育を目指して
　　　　　　　　　 　～新保育所保育指針、新幼保連携型認定こども園教育・保育要領の施行を
視野にいれて～

　　　　　　　　　 講師：増田　まゆみ　氏（湘南ケアアンドエドュケーション研究所　所長）
12．分 科 会　　　第１分科会：地域の子育て家庭への支援の充実に向けて
　　　　　　　 　　第２分科会：子どものより良い育ちにむけた関係機関とのネットワーク
　　　　　　　　 　第３分科会：「食を営む力」の基礎を培う食育の推進
　　　　　　　　 　第４分科会：保育者の資質向上を図る
第５分科会：フリー分科会 ～自由研究発表～/講義
13．申込方法
（１）参加希望者は別紙「参加申込書」に必要事項を御記入のうえ、平成31年1月9日(水)までに大会事務局にお申し込みください。
（２）当日の欠席については、参加費は返金いたしかねます。
（３）大会役員、発表者(各園1名のみ)、係員は参加費が免除となります。申込用紙の備考に「係員」と御記載ください。
※ 申込先着順で定員に達し次第、申込を締め切らせてもらいます。お早めにお申し込みください。

※ 分科会係員以外は、必ず第2希望分科会まで記入してください。分科会会場の都合により、第2希望になる場合があります。御了承下さい。

14．振 込 先　　　琉球銀行　石嶺支店　普通預金　３１５-９１１

フリガナ：フク．オキナワケンシャキョウ

口座名義：沖縄県社会福祉協議会　会長　湧川昌秀
15．事 務 局　　　社会福祉法人 沖縄県社会福祉協議会　施設団体福祉部（大城・玉城）

　　　　　　　　〒903-8603　那覇市首里石嶺町4-373-1　西棟４階

　　　　　　　　TEL：098-887-2000　　FAX：098-887-2024

16．そ の 他　　 参加申込書に記載されております個人情報は、本大会の運営管理の目的にのみ使用し、他の目的に使用することはありません。

分科会発表園及び助言者
第１分科会　「地域の子育て家庭への支援の充実に向けて」
	発 表 者
	あじゃdeゆいまーる～地域とつながりをつくる～
	助 言 者
	沖縄女子短期大学
准教授　砂川　麻世　氏

	
	あじゃ保育園（那覇市）
	
	

	
	未来を担う子どもの支援とは
	
	

	
	　浜田保育園（金武町）
	
	


第２分科会　「子どものより良い育ちにむけた関係機関とのネットワーク」

	発 表 者
	ひとりの為に多様な機関と手を取り合って
	助 言 者
	沖縄キリスト教短期大学
教授　大城　りえ　氏

	
	ジョイジョイ保育園（浦添市）
	
	

	
	子育て支援を深めるネットワーク
	
	

	
	宜野湾市立宜野湾保育所（宜野湾市）
	
	


第３分科会　「『食を営む力』の基礎を培う食育の推進」
	発 表 者
	心と体を育む「食育の日」
	助 言 者
	沖縄県栄養士会
栄養士　野原　正子　氏

	
	おおぞら南保育園（宮古島市）
	
	

	
	興味・関心から始まる食育体験
	
	

	
	今帰仁村立中央保育所（今帰仁村）
	
	


第４分科会　「保育者の資質向上を図る」

	発 表 者
	キャリアパス制度を活用した私たちの園内研修
～マネジメント分野における実践から～
	助 言 者
	沖縄女子短期大学
教授　平田　美紀　氏

	
	すこやか保育園（うるま市）
	
	

	
	子ども一人ひとりがいきいきと過ごすための保育の見直し
～大人主導の保育から子ども主体の保育へ　そして人権の気づき～
	
	

	
	おおな愛児保育園（那覇市）
	
	


第５分科会　「フリー分科会 ～ 自由研究発表 ～」
	発 表 者
	その〝ずれ”なんだ　～同じ想いで子育てを～
	　実りの里保育園
（名護市）

	
	子どもの発達とあそび
～発達に応じた遊びの援助と空間（コーナー）作りをするためには～
	あいの保育園
（石垣市）

	
	多様化するニーズに応えて
	仲原保育園

（宜野湾市）

	
	保育士体験を通して築く信頼関係
～家族を取り巻く環境の相互理解～
	ファミリー保育園
（北谷町）


第４５回沖縄県保育研究大会・分科会テーマ
分科会は、全国保育協議会において、平成28年～30年の3か年で設定された「共通研究テーマ」による意見発表を中心に研究・協議する第1～4分科会と、フリー発表及び沖縄県保育協議会の企画による第5分科会の2種で構成します。
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　平成30年度に、保育所保育指針が改定施行されました。改定保育所保育指針においては、保育所の役割として、保護者に対する支援および地域の子育て家庭に対する支援が明確に位置づけられております。


また、地域のつながりが弱まるなか、子育てに孤立感や孤独感を深めている家庭へのアプローチが、とくに重要な取り組みとなっています。


　本テーマでは、地域子育て支援における保育所・認定こども園等の機能や、保育者に求められる知識や技術を、いかに地域支援に活かしていくか等、地域の子育て家庭に対する支援のあり方について、研究を深めます。





地域の子育て家庭への支援の充実にむけて





第１分科会





　子どものより良い育ちにむけ、保育所・認定こども園等にとって、小学校や中学校等関係機関との連携は、子ども一人ひとりの成長を連続的にとらえる視点として重要です。


　また、子ども・子育て支援新制度では各市町村で策定された「子ども・子育て支援事業計画」に基づき事業実施が行われ、各地域の保育施策の充実化にむけては、保育・子育て支援関係者と各地域の行政機関等との連携や、信頼関係の構築もいっそう大切となります。


　さらには、子どもの貧困に起因する課題への対応、児童虐待予防等、保育所等単位のみならず、地域の関係各機関と連携・協働をもってすすめるべき取り組みは多くあります。


　本テーマでは、子どものより良い育ちにむけた、多様な機関との連携・協働のすすめ方や、保育所・認定こども園等が果たすべき役割について、研究を深めます。





子どものより良い育ちにむけた関係機関のネットワーク





第２分科会





乳幼児期の食育の推進は、「食べる」ことや「いのち」への関心、さらに適切な食習慣の形成において大変重要です。そして食に関する家庭との相互理解、さらには地域子育て家庭にむけた食育実践や地域の食文化継承等の視点から、保育所のみならず家庭や地域との連携のもとで実践をすすめることが必要となります。


　さらに保育現場では、自園調理の意義や有用性の確立ならびに、食物アレルギーのある子どもへの対応等も大きな課題となっています。


　本テーマでは、保護者、家庭や地域と連携した食育の実践、食物アレルギーへの対応、食をとおした保育実践のあり方等について研究を深めます。





「食を営む力」の基礎を培う食育の推進





第３分科会





　保育所等における今日的状況として、職員の就業形態や雇用形態の多様化の進展があげられます。そのため、職員間の連携、チームワークの形成や、職場全体としてのスキルアップに一層留意する必要があります。


　また、平成29年度から、保育士・保育教諭等の技能・経験に着目した「保育士等キャリアアップ研修」の仕組みが導入され、さらなる人材育成への取り組みが求められます。


　本テーマでは、保育所等の内外の研修や情報共有のあり方、保育士等の自己評価等、職員の資質向上にむけた効果的な実践、さらには今後保育士等に求められる資質向上のあり方について研究を深めます。








保育者の資質向上を図る





第４分科会





フリー分科会：共通テーマを設けず、各保育所の実践研究を発表します。


　フリー発表の内容をもとに、グループに分かれ情報交換を行います。


　講義：「遊びを通して子どもの成長を見守る」（仮題・講師調整中）　





フリー分科会 ～自由研究発表～/　講義





第５分科会









